
1. 対象地区選定
ケーススタディ~これからの建築～
東日本大震災を経験し、現代都市の災害に対する弱さが明らかになった後でも、
効率至上のような建築物で大規模開発が行われているように思う。そこで、東
日本大震災以後の都市を構成する建築物の新たな在り方を考える。災害リスク
の高い現代都市おいて今後、大規模開発が行われようとしている場に先行して
建設、注目を集めるとともに、その後の開発地の方向性を示すことが可能な立
地や計画をケーススタディの場として選定する。

case study
“新たな都市の部分を形成する建築物 ”

1. 災害リスクの高い都市    

2. 注目度　　

4. 開発の初段階として指針を示すことが可能

3. 開発規模 

立地の選定条件

Megacity* Population*
(millions)

Total risk
index

Risk index components
Hazard Vulnerability Exposed

values
Tokyo-Yokohama 34.9 710 10.0 7.1 10.0
San Francisco Bay 7.3 167 6.7 8.3 3.0
Los Angeles 16.8 100 2.7 8.2 4.5
Osaka-Kobe-Kyoto 18.0 92 3.6 5.0 5.0
Miami 4.1 45 2.7 7.7 2.2
New York 21.6 42 0.9 5.5 8.3
Hong Kong-Pearl River
Delta

14.0 41 2.8 6.6 2.2

Manila-Quezon 14.2 31 4.8 9.5 0.7
London 12.1 30 0.9 7.1 4.8
Paris 11.0 25 0.8 6.6 4.6
Chicago 9.4 20 0.8 5.6 4.4
Mexico City 25.8 19 1.8 8.9 1.2
Washington-Baltimore 7.9 16 0.6 5.4 4.4
Beijing 13.2 15 2.7 8.1 0.7
Seoul 21.2 15 0.9 7.2 2.2
Ruhr area 9.6 14 0.9 5.8 2.8
Shanghai 14.2 13 1.1 7.0 1.7
Amsterdam-Rotterdam
(Randstad)

8.0 12 0.9 5.6 2.3

Moscow 13.2 11 0.7 8.7 1.8
Frankfurt am Main 5.0 9.5 0.7 5.9 2.3
Milan 4.0 8.9 0.6 6.7 2.2
Santa Fe de Bogotá 7.7 8.8 1.9 7.3 0.6
Dhaka 11.3 7.3 4.8 9.6 0.2
Sydney 5.0 6.0 0.6 9.1 1.1
Mumbai 18.2 5.1 0.8 8.6 0.7
Krung Thep (Bangkok) 10.3 5.0 0.9 7.4 0.8
Santiago 5.5 4.9 1.5 5.2 0.7
Medellín 4.0 4.8 1.1 7.2 0.6
Istanbul 16.0 4.8 2.4 7.2 0.3
Teheran 14.0 4.7 3.0 9.4 0.2
Bangalore 8.0 4.5 0.3 8.4 1.6
Calcutta 15.9 4.2 3.2 9.5 0.1
Buenos Aires 13.7 4.2 0.7 6.3 0.9
Johannesburg 7.5 3.9 0.6 8.2 0.7
Lima 9.0 3.7 2.8 7.3 0.2
Athens 4.0 3.7 0.7 6.9 0.8
Jakarta 17.1 3.6 1.7 9.9 0.2
Singapore 4.0 3.5 0.3 7.1 1.9
Karachi 12.3 3.1 2.3 10.0 0.1
São Paulo 20.3 2.5 0.3 8.0 1.1
Rio de Janeiro 12.3 1.8 0.6 8.2 0.4
Berlin 4.2 1.8 0.3 5.9 0.9
Cairo 16.5 1.8 0.9 8.7 0.2
Madrid 5.2 1.5 0.5 6.7 0.4
Delhi 17.2 1.5 1.2 7.8 0.2
Alexandria 5.0 1.4 1.4 7.5 0.1
Baghdad 8.0 1.3 0.9 9.2 0.1
St. Petersburg 6.0 0.7 0.5 8.7 0.1
Lagos 13.5 0.7 0.5 9.4 0.1
Abidjan 3.9 0.3 0.3 8.7 0.1

条件 1. 災害リスク　- 東京 -

　大規模災害、台風や洪水、そして大規模地震の脆弱性
という首都圏特有の問題を抱え、かつ重要都市でありな
がら甚大な被害が予想される東京、横浜の付近から選定
する。東京・横浜は世界主要 50 都市の中で、圧倒的な数
値でワースト１位に輝いている。日本内だけでなく世界
的規模で見ても、両都市の災害リスクは特有であり、
災害リスクだけでなく、注目度も高いといえるだろう。

条件 2. 注目度　- 国際戦略特区 -

　現在、東京都では日本の更なる経済発展のために、「国
際戦略特区 - アジアヘッドクォーター特区 -」と題して、
規制緩和を前提とした大規模開発計画が構想されてい
る。新宿・渋谷駅周辺地区、東京都心・臨海地区など
今後も更なる開発が予定されている地区でもある。
　新たな建築の表明としての注目度か国を挙げての事
業である国際戦略特区を対象地区として選定した。そ
の中でも今回は未開発地でありつつも、リニアモーター
カー計画等で注目を浴びている品川田町駅周辺とする。

条件 3. 開発規模　- 田町操車場跡地土地区画整理事業 -

　国際戦略特区内、品川駅・田町周辺地域開発の第一段階として、
品川―田町駅間にある車両基地「田町車両センター」の跡地約 15
ヘクタールを田町操車場の線路を減らして跡地を区画整理し、大
規模な土地を生み再開発を促す事業がある。そこでは大型オフィ
ス街や商業施設の建設が予定されているが、そこでの建築物の在
り方を考える。

田町操車場跡地土地区画整理事業の一環として、
山手線長距離の田町̶品川間に山手線新駅を建
設する計画がある。１９７１年に完成した西日
暮里駅以来の新駅は 40 年ぶりの新駅は注目度は
高いといえる。建設予定場所は、田町̶品川間で、
品川駅の北側約１キロの地点とされる。特区は、
この特区エリアの利便性を高める要となる新駅
を起点とし再開発工事の着工する予定となって
いるが、詳細は決まっていない。新駅の注目度
と開発の初段階として方針を示すことが可能な
点から、この計画をケースステディの対象とし
て山手線新ターミナルビルの設計を行う。

4. 指針となるプロジェクト　- 山手線新駅計画 -
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田町操車場跡地土地区画整理事業に伴う山手線新ターミナルビルの設計
- 多様な防災機能を取り入れた複合施設の提案 -

- 都市 の里山 -
～　はじめに　～

大規模開発の進む「東京」 
オリンピック招致にも成功し、関連施設の建設ラッシュなど、今後も経済成長のため大規模開発が進められようとしています。

」？かうょしでのるいてれさか活に物築建と発開模規大は訓教の災震大本日東「   。すまきわが問疑のつ一に京東なんそは私
元来災害リスクの大きい日本、対策は採られてきましたが、それでも東日本大震災では首都圏にも大きな打撃がありました。

東日本大震災では改めて「自然の強さ」を学んだはずです。
これからは都市を構成する建築物が東日本大震災の教訓を活かす必要があるでしょう。

そこで　「心の拠り所」　と　「生産の場」
 。すまえ考を築建なうよるなに  」山里の市都「 るす供提に々人に市都をつ二のこ



3. 計画方針

1) 原因と対策 「津波」「帰宅困難者」「食料不安」『電力不安」。原因は大きく二つあり 1. 安全の確保を土木構造物に依存していること 2. 生活の要素を生産施設に依存していること、だと捉えた。今後の都市は土木と生産施設に頼りすぎるのではなく、むしろ「建築が他を助ける互助関係」を構築すべきだと考える。建築と都市の依存体質を変える
ための方針として「生活のなかにある防災拠点」と「緑を生む建築」を方針として掲げる。これからの建築物 は自然災害を発生する前提 にたって計画。日常使う施設にも拠点能力を高め、非常時に逃げ込める心の拠り所になる建築、そして緑地と農地を再生。身体的にも精神的にも安全・安心できる環境をつくることを目指す。

土木構造物
：安全の確保を依存

生産施設に依存
：生活の要素を依存

建築とその他分野が

依存関係
から

互助関係へ

「生活の中にある防災拠点」
日常使う施設に発災後の拠点力を高めることで

心の拠り所になる建築を目指す

「緑を生む建築」
経済成長のために減らさた食料生産の要素と緑地を再生。
身体的にも精神的にも安全・安心できる環境をつくる

ビル　　 から 山へ　　

問題と建築的解決の思考フロー
1)顕在化した問題 2) 原因 3) 解決へ向けた目標 4) 建築的テーマ（ソフト） 5) 建築イメージ ( 言語） 5) 建築イメージ ( 形態 )

「都市の里山」この二つのテーマから
これからの都市を構成する建築を 　のように考えていく。

従来の経済成長前提の効率主義が基準となって建てられた、都市を圧迫するような建築ではなく、
外部環境も含めて良好な環境を形成する光と緑に満ちて、あればあるほど街に安心感と癒しを与える
地盤となる、都市にとっての「里山」をイメージし建築を形成する。

港区の津波・液状化シミュレーション結果によると高潮と津波が同時にきた場合、3mの津波が押し寄せる部分が存在する。しかし、計画地付近において海から安全域までには、
田町操車場が邪魔で品川駅前か田町駅前の橋、または高さ 1.5mの避難に適さないトンネルを除き、約 2,3km間 ( 徒歩 20分 ) の渡る事ができない。

 ２) 人口増加1) 水害リスク 現在、計画地付近の危険域内ではマンション建設が進み、人口が急激に増加している。長距離、渡れる場所がないことは、地震発生時に土地勘のない新規居住者が津波の危険性
を知らなかった場合、避難の遅れが生じ、大きな被害が生まれると予想される。本論では土木ではなく建築でこの場の安全を街に提供を目標とする。

高潮と津波の同時生起についてのシュミレーション

区間 2.3km

高架下

新駅予定地

①150cmの高架下東側入り口

②150cmの高架下西側入り口線路で塞がれた東西　敷地衛星写真
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 4. 計画地分析 

港区各地区の人口推移 (港区発行)　
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2. 背景

 1) 津波都市の脆弱生

 2) 帰宅困難者

近代日本における震災での死因 ( 警察庁資料より ) 東北地方の各地の堤防全て震災後撮影　鍬ヶ崎 ( 左上 ) 重茂（右上 ) 田老（左下）津軽石（右下）震災後の仙台市街様子。2011,5 撮影 )

帰宅困難者数

約 18 倍

東日本大震災
東京震度 5 強

首都圏直下地震　　東京震度 7 強　

[1]「首都直下地震対策に係る被害想定結果について」/  内閣府・中央防災会議
 /http://www.bousai.go.jp/kaigirep/chuobou/12/pdf/setumei-siryo4.pdf

帰宅困難者の受け入れ場所の不足が懸念　

公衆電話に並ぶ帰宅困難者ら ＪＲ渋谷駅前 新宿駅に避難した帰宅困難者
「読売オンライン 2011 年 3 月 12 日記事」

/http://www.yomiuri.co.jp/feature/graph/201012wind/garticle.htm?ge=863&gr=3497&id=105134

居住環境の悪化による二次災害の懸念

 3) 食料不安

 4) 電力不安　

都市地方
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　　　※発電所稼働率を0 .6 7 4に設定し、全国の最終消費電力を賄うと仮定
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東日本大震災の被害のほとんどは津波による。都市部の多くは臨海部に面し、平野部や急峻な地形が迫る海岸沿いの避難に適さない地形による弱点を

もつことが多い。また、土地勘がない人が多いオフィス街での避難の躊躇や海が見えない事によるへの認識の低さからくる被害の拡大が懸念されている。

東日本大震災時では震災直後、東京都だけで 352 万人の帰宅困難者が発生した。今後予想される首都圏直下地震による帰宅困難者は 650
万人にのぼると推計されている。もし、一次避難場所に入れても首都圏は居住環境に適さない場所が多く、厳しい避難生活は、震災後の疲
労や精神的不安が原因の震災関連死などの二次災害が懸念される。

日本は 1970 年以降、食物自給率が低下し続けており、食料の非常事対策は不十分である。その中でも都市の食料自給率は 12% と非常に低くなって

おり都市の食料の生産を地方に頼らざるをえない現状である。非常時の都市の基本的な生活に身体的にも精神的にも不安感を抱かせる事になるだろう。

現代の都市活動を保つには大量の電力を恒久的に必要である。しかし、依然として発電を郊外の大規模発電施設に依存しており、非常時を考慮すれば電力

に頼りすぎる危険性は大きい。原発事故後、都市の過剰な電力消費が顕在化し、これからの都市は電力消費を抑え、郊外に頼りすぎない事が求められている。

　東日本大震災では、震災直後、東日本各地で様々な問題が生じた。現状の都市の生活基盤は、都市インフラや堤防など土木

による災害を起こさない前提の防災と無味乾燥した経済発展前提の効率至上主義主義の建築で構成されすぎていたのではない

だろうか。日本は地震や台風、津波、大雪など元来自然環境が厳しい土地である。従って、災害因が多く、世界的に見てもリ

スクが高い場所といえる。日本に昔からある建築物は、揺れを受け流すような構造であったり、雨風に強い屋根構造であったり、

破損後も一部交換可能であったりと、災害が起きる前提の構造や造りとなっている事が多い。

　一方、都市を構成する現代建築は元々、西洋の安定した風土・文化から生まれ、発展を遂げた建築である。そして西洋では、

日本が位置する東アジアの国の「自然と共生」するという思想よりも、「自然を制御」するという考えに近い。これは自然環境

が日本ほど厳しくなく、災害因子を制御しやすい土地だったからといえるだろう。そのため、そのまま現代建築を日本の厳し

い環境に当てはめたとき、ひとたび自然が土木の制御から外れてしまった場合が、甚大な被害が起きてしまった原因だと言える。

資料：東北地方の各地の堤防　鍬ヶ崎 (左上 )重茂（右上 )田老（左下）津軽石（右下）



日

災

農業務文化商駅
　生産の場　

緑の娯楽

　生活拠点　

都市活動の主体

一次避難施設　

人が交わる場

物資備蓄

開かれた場

インフラ拠点　

都市の玄関

　駅は都市の玄関であると言える。
特に東京においては多彩な路線が通り、自動
車よりも、電車による通勤者が多くを占めるた
め、居住区である郊外と仕事場である都市を繫
ぐ役割を担う。
　さらに駅前は人が集まるため、街の発展の拠
点となることが多い。また駅敷地だけでは留ま
らず、街スケールで都市の機能を再配置し、駅、
街の抱える課題を一体的に解決する駅、街一
体再生型の開発が行われるなど、駅という機能
が持つ影響力は大きい。
　本論においては、生活と密接に関わる防災
拠点という性質上、都市の誰もが使い、関わる
機能である駅はふさわしいといえるだろう。

　商業施設は開かれた場である。
誰もが気軽に訪れ、楽しみ、日常の活動の主体
の場になる施設である。
　商業施設は訪れる全ての人に、平等に快適
な空間を提供し、顧客を引き寄せようとする。こ
れは経営者からすれば、消費を促すための方策
の一つであるが消費者からしたら、経営者が街
に提供する"公共建築より公共性の高い建築"
権力によらない民のための建築とも言える
　本論では、防災に役立つ体験を楽しさの延長
線上に取り込むことで、万一の場合の行動を促
すものである。建築空間による体験が重視され
る時間消費型の商業施設をコンセプトとし、都
市の活動の主体となる消費活動の中に、防災意
識を埋め込むことを目指す。

　文化施設は人が交わる場である。
都市では多様な文化が生まれ、様々な人々が交
流しコミュニティが形成されている。それら文化
活動の大半は、趣味であるが、その場で形成さ
れたコミュニティは強く、第三の居場所となり、ラ
イフスタイルに大きな影響を与えていることが
多い。そして、趣味を通じてできた第三の居場所
による活動は、記憶体験にも強く残るとされる。
文化施設は広大な平面と気積が必要となる。同
時に学校の体育館のように、非常時には一次避
難施設として機能する事が期待できるだろう。
　一次避難施設として周知する事を目的とし、
非常時に、大空間で行った文化活動の体験を想
起させ、発災時に頼れる施設のイメージづけを
行う。

　都市の日常は、業務が大半を占める。経済成
長が至上命題の都市活動では、建築物のほと
んどはオフィス空間である。
現在のオフィスは自然環境と隔離され、経済的
価値や空間性、利便性の多くが機械設備に支
えられている。日常の効率性を追い求めた結
果、非常時には有用に機能しないことが懸念さ
れている他、住目的の空間ではないため、現状
では長期滞在に向かず、帰宅困難者の大量の
受け入れは困難だといえる。しかし、大平面と
非常時は開放可能という点では、発災後に対
しても有効に機能することは予想される。
　そこで本論では、長期滞在も可能にし発災
時も有効に機能するよう、現在のオフィスの機
能に新たな機能を付加していく。

現在、農地は緑地と共に都市から減少しており、
食料供給源の更なる減少が危惧されている。
農地は都市から排除されつつであるが、一方で、
市街地が極めて広域に広がる都市の中にあって
オープンスペースや緑地として、以下のような快
適な都市環境の形成に重要な役割を担っている

1)レクリエーション・コミュニティー機能
2)教育機能　3) 防災機能　4)景観形成
5)環境保全機能 
さらに都の調べによると今、体験農園・貸し農園
によって、農作業を体験したい、という人が人口
の半分以上を占めており、特に農作業を娯楽とし
て、また農を介してのコミュニティ形成が注目さ
れている

 

 4) 手法

日本の建築への思想は、揺れを受け流すような構造であったり、雨風に強い屋根構造であったり、破損後も一部交換可能であったりと、「自然と共生」という思想による。一方、
都市を構成する現代建築は元々、西洋の安定した風土・文化から生まれ、発展を遂げた建築である。そして西洋は災害を起こさない前提で「自然を制御」するという考えに近い。
この思想の違いが、日本の環境において現代建築で構成された都市が、インフラや土木の制御を超える自然災害で甚大な被害が起きてしまう原因だと言える。
そこで西欧発のインターナショナルスタイルで統一されてしまった現代建築に、地方性を取り戻すように、日本独自の外圧と風土から編み出された建築エレメントや概念、
環境因子を混合させる。欧化によって失われた日本の伝統を進化させる形で、「日本の現代建築」を目指す。

半屋外と回遊性 陰と軒の出 樹木と季節

災害と更新 植物と熱 地震と柔

水と涼 水と生活 和の意識

ドミノシステム

ユニバーサル・スペース

地方性　と　国際性
の融合
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南立面図

X1

15000 15000 15000 15000 15000 15000 15000 15000 15000

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

緑と水と農地に覆われた建築。現代の都市に失われつつあるモノを取り戻すため、表面で余す事なく豊かな生活環境を提供する。互助の心から成り立つ街の人々に愛される建築を目指した。

立面でも緑のファサードを形成する。現代建築でありながら、里山の自然を思わせる安心感を引き出す外観と長い軒の出のある構成は、力強くこれからの都市の環境と開発の方向を変えていく。

 5. 建築計画 
 

 2) 配置

 3) 断面構成 

事業予想図では水再生センターの前から、泉岳寺駅まで歩道橋で繋げる
計画が予想される。しかし人口が多い海側の人を、細い歩道橋で渡しき
れないと予想される。

新駅を建設の際、経済面だけではなく、津波の危険があるこの場所の避難効率化を重視した基本計画を考える。建築そのものが災害対策に寄与し、都市の人々にとって万が一の
心の拠り所となる場所の提供を目指す
 

泉岳寺への道と高架の改修を一体として行い、全体を繫ぐよう人工地盤
で橋渡しを計画する。円滑な避難活動が可能になり避難時間が品川と
田町で6分と4分となり、国の目標である5分にかなり近づく事ができる。

選定した機能を積層した場に挿入。ハードは災害の被害緩和能力
を持ちながら、ソフトで日常性と発災時拠点性を持つ建築となる。

災害発生時、避難目標としてランドマーク性は重要である。「高く」「登れる」ことを 一目で伝える必要があると考えた。そこで従来の高層ビルのように切り立ったファサードはなく、
上層階に行くに従いセットバックしていく形態を用いることで、登れるファサードを形成する。山をデザインコードとして用い、内部は対になる谷をイメージし、内部も上下を繫ぐ。

 

 1) 機能 防災施設としてしか機能がない場合、非常時しか人が訪れない危険性も孕んでいる。それは周知の不足に繋がり、有効に機能しない事があり得る。土地勘のない
居住者やオフィスワーカーが多い土地には別の機能が必要だと考えた。都市の日常の機能で発災時有効に機能するものを選ぶと共に生産機能として農を付加する。

!"

切り立った壁 セットバック 機能を挿入。
一層は津波を受け流すように開ける。 中は「谷」ボイドも上下を繫ぐ

安全域 危険域
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移動性大

安全域

新駅

泉岳寺駅

区
画
整
理
範
囲

危険域

移動性小

１層階　駅コンコース
低層階　商業施設

中層階　文化施設

高層階　貸し事務所

ベランダ
屋上緑化
公開空地

農

屋根伏せ図



大 気 浄 化 能 力
大気汚染抵抗性
耐 乾 性

耐 陰 性

耐 潮 性
生 長 性
耐 風 性
耐 痩 地 性

性　

性　

　 実
葉
花

難 易 度
難 易 度
難 易 度

耐 剪 定 性
垂 直 緑 化

ベ ラ ン ダ 緑 化

ボ リ ュ ー ム 感

果

防 音 効 果

大気浄化能力の高いものから高・中・低の３区分
大気汚染に対して強いものから強・中・弱の３区分
乾燥を好む、もしくは乾燥に耐えられるものから、乾・中・湿
の３区分
日陰を好む、もしくは日陰に耐えうるものから、陰・中・陽の
３区分
潮風に対する耐性の高いものから強・中・弱の３区分
生長速度の速いものから速・中・遅の３区分
風の物理的影響に対して強いものから、強・中・弱の３区分
一般に土壌は中庸が望ましいが、比較的貧栄養に耐えうるもの
から強・中・弱の３区分
実が美しいもの、または食用、野鳥誘致に有利なもの
紅葉が美しいもの、葉や樹形が面白いもの。食用。
花が美しいもの、香りがよいものなど。食用。
移植が容易なものから易・中・難の３区分
管理が容易なものから易・中・難の３区分
調達が容易なものから易・中・難の３区分
強度の剪定に耐えうるものから、強・中・弱の３区分
ツル植物を中心に、登はん性があり、垂直な壁面等への植栽に
適したもの
建物のアクセントとしての効果があり、ベランダの厳しい植栽
環境に対して丈夫で、乾燥や病害虫に強い植物
根を張るスペースが小さくても比較的しっかりと根を張り、丈
夫なものや、樹高の割に枝張りが小さいなど、狭い緑化空間で
もボリューム感のでる植物
視線や視界を遮断するほか、車のライトや排気ガス、広場から
の飛砂や砂ぼこりなどを防ぐことを目的とした、植栽に用いる
樹種。単木で効果が発揮されることはあまりないので、樹林帯
の形態を整えることが重要である。
吸音、遮音及び、音の伝播経路を回折により長くすることによ
る減音と、騒音に対する心理的な緩和を目的とした植栽に用い
る樹種。単木で効果が発揮されることはあまりないので、樹林
帯の形態を整えることが重要である。

低層階
駅に用いる

優先して選択。

中高木の幹を守る

北側を主体

難は除外

優先

弱は除く

弱は建築の陰

弱は除外

方位による

湿は水場近く

庇のようになったベランダと屋上緑化による日射量と熱流出入量の制御に加え、パッシブで形成した内部環境をボイドを中心に熱を移動できるように計画する。
夏期はボイドに熱を集めナイトパージ、または温室へ排気、植物の成長を促す。冬期はアトリウムで生成された温風を行き渡らせ暖房負荷を軽減する。

冬31.17°

夏 78.96°

夏は日を遮り、空気を冷やす

天窓は風の出口で光の入り口。
冬は閉めて光を取り入れて暖める。
夏は開けて空気を逃がして涼しく。

冬は日を入れて床と空気を温める

夏の日陰
冬は葉が落ちる

常緑樹
冬の風を防ぐ

池

落葉樹

庇

冷風を生む

雨水
利用 芝屋根

断熱性の向上

 

 5) 環境計画
電力不安の対策のため、。居住環境のため熱環境の快適性の確保と、照明の消費量を低減させる計画を行う。パッシブデザインを主として建築的操作で日本の風土、季節に
合わせた内部環境を良好に保つ計画を行う。夏期や冬期、空調が使えないと集中力の低下や体調不良を引き起こす原因だけでなく、命に関わる事態にもなりえるだろう。
そこで、空調にできるだけ頼らず、体感的に気もち良い環境を形成を目標に、温熱・冷熱のパッブデザインを各種組み合わせる。

快適域

＋ ＋ ＋

外部条件

建築手法＋機械
で到達した室内環境

冬 春

夏 秋

日本家屋の環境と生きる知恵。パッシブデザイン

上図を参考にしながら

・軒を出し西日・東日の直射日光を調節。　　・ボイドによるナイトパージや重力換気。　 ・落葉樹を利用した季節ごとの日射量の調整。　　・温室による冬期の暖房負荷軽・

駅・機械室の廃熱による、換気と冬期暖房負荷軽減。　　・水を流し蒸発熱による建築の冷却化。　  ・屋上緑化屋根による断熱。

・水再生センターからの安定した温度の処理水を利用 した冷暖房負荷の低減。　　　の以上8つを主として建築内部環境を形成する。

井戸水
 安定した温度

  6) 避難計画
通常避難用のコアの多くは表に出さず、非常用階段として裏方に設置されている。しかし、建築に逃げ込んできた人、特にその建築物に慣れていない人は場所が分からず避難の遅れに繋がってしまう。
そこで建築の中心となっているボイドに階段を目に見える場所に設け建築に逃げ込んできた人の避難に有効に使える計画とし、建築から逃げるのではなく、建築へ逃げ込めるような計画とする。

避難ルート（外から内）

1階平面図より

避難ルート（外から内）

B-B 断面図より

　パッシブデザインの概念図

!"温室になるアトリウム

温室になるアトリウム

駅の廃熱を利用。暖房負荷軽減

機械室の廃熱を利用し暖房負荷軽減

長い庇と緑化で西日を防ぐ

緑化のファサードで気化熱冷却
重力換気により廃熱

全層を通じて日当りの良いベランダ

駅の廃熱を利用して暖房負荷軽減

北の日陰と植物で涼風を生む

重力換気により廃熱

重力換気により廃熱

涼風が建築に沿って吹く

B-B 断面図より A-A 断面図より

回遊性

外が近い多彩な避難路

  7) 植栽計画
良好な環境を形成する建築、そして内部環境の適正化を目指すため、ベランダバルコニーの植栽計画を行う。植物の選定条件として、耐乾性
耐陰性、耐風性から、建築緑化に適正のある植物を選定、東西南北の日照、風条件により、部分的な環境に適した植物を選定する。また被災
時食料生産の場とするため、植栽計画では、食べる事の可能な植物を優先的に選定することで万が一都市の食料倉庫となることを計画する。

断面詳細図   S=1/100

土：150mm

軽量土壌混成土：厚 =600

焼成レンガ排水層：厚 =150

手スリ兼ポット蔦用

複層ガラス

透水シート :t=10

配水管：φ150

耐圧透水版 :t=30

防根シート アスファルトルーフィング防水
打ち増しコンクリート :t=20 勾配 :1.572%

土壌重量　１㎥　当たり 1600kg

           　　　　厚さ =60cm  →　960kg ／平方メートル

東側公園からの見上げ。建築が土となることで草木花々が咲き誇る。駅への道で使うスロープは津波避難の際、命の道になる。 東側のアーバンファームプロムナード。高くても自分の脚で、一歩一歩登れる建築は「顔見知りの場所」として人々に愛される。 一階から光と緑のボイドを見上げる。多様な都市の人々が発する、音と空気と雰囲気が混じりあい、心地よい喧噪を生む。 谷になる緑と光のボイド。 都市の人々の活動と自然の様相が一体となる空間。 凸凹スラブがリズムあるシーンと繋がりを作る。 貸しオフィスのベランダ。外と隔てない建築は土地の豊かさを肌で感じる事ができる。土と緑と風がある空間は発災時に頼れる場所。

地上階　広場・プラットフォーム １層階　東西連絡コンコース 2層階　商業フロア 3層階　商業フロア 4層階　商業フロア

５層階　商業飲食フロア ６層階　商業飲食フロア ７層階　文化フロア　体験農園 8層階　空中庭園 10層階　オフィス・共用フロア

11層階　オフィス・共用フロア 12層階　オフィス・共用フロア 13層階　オフィス・テラスフロア 14層階　オフィス・貸し農園 15層階　オフィス

17層階　オフィスフロア 19層階　オフィスフロア 20層階　展望フロア 21層階　水タンク・設備フロア 屋上階　ヘリポート・農園


